










































































































成果 ぐ 教育として¢価値向上 〉 社会人としての成長 ， ， 
- 、←-.ー 句→ーーー ーーーーーーーー
学生
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1 リーダーシップ(心経営力(技 コミュニケーシヨンカ I 













? ??? J スポンサー 1 
図表3 ゼミのバランス ト・スコアカード(筆者作成)



















②カネ ・機 機会 ・評判 ・ Successful 現在の企業 ・組織 ・助成金の数 継続維持
会 ・仕組み 助成金 ・スポンサー Relationshipの構築 (うち継続)
①学習と成 コーチングカ・アイ 学生の企画・提案力向 学生の採用された企画・提案数 継続維持ーチングカ 上長
人的ネットワークの(ヒト・組 エネルギー ・人脈 報告 ・連絡 ・相談の回数 継続維持
織) 開拓と継続












































































重要評価指標 タゲ 実績 評価
(KPI) ット 07前 07後 08前 08後
<成果の視点>
コミッ トした企業 ・車断裁 4 ~5 次年度実施へのアンケートのスコア




2年 -安定して参加参加したプ口、ジェクト数 2 









継続している企業 ・組 継続 4 1 3 7 -組織数が安定織 ・助成金の数(うち継
維持
2 






1 1 5 -当日スタッフの人数確保提案数 維持
-学生間のモチベーション格差
週1 週 1 ~ 週1 -教員間週1できている継続 週1 -学生の常駐場所確保報告 ・連絡 ・相談の回数
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